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Abstrak
 

___________________________________________________________________ 

Dalam mempelajari bahasa asing sering terjadi kesalahan-kesalahan di dalam 

penmggunaannya, seperti halnya ketika sedang mempelajari bahasa Jepang. Kesalahan 

dapat terjadi dalam berbagai aspek misalnya membaca, mendengarkan, berbicara 

maupun menulis. Di dalam bahasa Jepang terdapat sepuluh kelas kata yang 

memungkinkan terjadinya kesalahan di dalam penggunaannya. Misalnya pada kelas 

kata kata sifat. Berdasarkan pengalaman pribadi penulis, selama mempelajari bahasa 

Jepang, keiyoushi muncul dalam pembelajaran dasar baik wacana maupun pada saat 

membuat  karangan. Pembelajaran kata sifat ini cukup rumit. Hal ini kadang 

menimbulkan kesalahan-kesalahan di dalam penggunaannya baik dalam hal 

pengubahan maupun penggabungannya. Adanya kesulitan di dalam membuat 

pengubahan maupun penggabungan keiyoushi menjadi hambatan dalam penguasaan 

bahasa Jepang yang baik dan benar. Penggunaan keiyoushi  pada semester III sudah 

diajarkan lebih komplek. Oleh karena itu, penulis tertarik meneliti tentang analisis 

kesalahan penggunaan keiyoushi pada karangan mahasiswa semester III prodi 

pendidikan bahasa Jepang Universitas Negeri Semarang.  
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問題の背景 

 

言語を学習するのは難しいもので、とくに、

日本語を学習することである。日本語の学習

者にとって日本語を勉強しているとき、よく

間違っている。その間違いのは様々なことに

発生する。たとえば聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことである。日本語には使用す

るのに間違うことを発生されるのは可能だと

思う。品詞部類が１０であるのは、形容詞の

使用する間違いのーつの例である。 

形容詞とは品詞が形態または何か状態を明ら

かにして、述語になり、活用になる。

(Kitahara dalam Sutedi). 

私の経験によって、日本語を勉強していると

き、形容詞が出ているのは、たとえば文章と

作文に出てくる。その形容詞を学習するのは

難しいだと思う。そのことは使用することを

発生される。それは変化することと結合する

ことである。その難しさは日本語の能力に妨

げになる。スマラン国立大学の日本語教育プ

ログラムの二年生の学生に形容詞の使用する

のにバリエーションのことであり、「たとえ

ば沖縄は美しい海で有名である」。その背景

を基づいて、スマラン国立大学の日本語教育

プログラムの学生の作文に形容詞を使用する

ことの誤用分析を研究する。 

 

基礎的な理論 

 

ａ. 品詞 

 日本語に[kelas kata]というのは品詞で

ある。Shooji (2003:116) によると品詞はーつ

ーつの言葉を,働きや使い方によって分類しな

ものである. 

ｂ. 形容詞 

形容詞とは品詞が形態または何か状態を明ら

かにして、述語になり、活用になる。

(Kitahara dalam Sutedi). 

ｃ. 形容詞を使用すること 

 形容詞の使用するのは形容詞を変化す

ることと形容詞を結合することである。その

形容詞変化することと形容詞を結合すること

は２つある。それはイ形容詞とナ形容詞であ

る。 

ｄ．誤用分析 

 審判教育辞典 (2005:169) によると、誤

用研究は 学習者が おこす誤りについて、

どの ような誤りが 存在するのか、どうし

て 誤りを おこすの、どのように訂正すれ

ばよいかなどを かんがえ、日本語教育、日

本語学習などに 役立つとする原因である。 

e ．作文を書くことの間違い 

作文を書く時には間違いことをよく発生する。

作文を間違いをするのは様々であり、日本語

の能力も足りなく、注目も足りなく、学習者

の集中も足りないからである。それで、作文

を書くするのに様々なタイプの間違うを出て

いる。 

Sutedi (2008:3) によると、作文の能力に見れ

ば、教室にはタイプの学習者が４つある。そ

れは：ａ）Ａ タイプの学習者, ｂ）Ｂ タイプ

の学習者、ｃ）Ｃタイプの学習者、ｄ）Ｄタ

イプの学習者である。 

１． Ａ タイプの学習者  

学習者は作文が書ける、「インドネシ

ア語で書く」。十分な日本語の能力もあり、

それで日本語で作文をするのは間違いするの

は少ない傾向である。  

２． Ｂタイプの学習者 

学習者はインドネシア語で作文がかく

ことができる。十分な日本語の能力が足りな

い。それで、日本語に訳するいいアイディア

を注ぎ入れない。 

３． Ｃ タイプの学習者 

学習者は作文が書くことができないが、

日本語の文を書く能力のができる。 

４．Ｄ タイプの学習者 

学習者は作文がかくことができなく。十分な

日本語の能力も足りない。 

 

研究の方法 

本研究にデスクリプト∙定性分析を使う。その

定性分析はスマラン国立大学の日本語教育プ
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ログラムの学生の作文に形容詞を使用するこ

とを分析する。 

その研究にデータの出所はスマラン国立大学

の日本語教育プログラムの二年生の学生の書

いた作文である。データの対象語は学生の作

文にある形容詞文のことである。使われる研

究品はドキュメンテーショの学生の作文であ

る。 

 

研究の結果 

 

35人の学生の作文には596データを見つける。

そのデータは形容詞をふくめている文と形容

詞文をふくめていない文を分けられる。形容

詞をふくめている分文は204データがある。形

容詞をふくめていない文は392データがある。

形容詞をふくめていない文は目 標 研 究
もくひょうけんきゅう

のこ

とではないので分析しない。 

形容詞をふくめている文は204データから 109

データに間違っている。そのデータは2つに分

けられる。それは、形容詞にある間違うデー

タと形容詞の以外である。形容詞にある間違

うデータが95である。形容詞の以外に間違う

データが14である。 

a. 形容詞に間違うこと 

形容詞にある間違うデータが95である。形容

詞にある間違うことが3つに分けられる。それ

は、言葉に間違うすることで，文法に間違う

することで、意味に間違うすることである。

そのデータは18データが言葉に間違うするこ

とである。76データが文法に間違うすること

である。1データが意味に間違うすることであ

る。 

b. 形容詞の以外に間違うこと 

形容詞の以外に間違うするデータは14データ

である。そのデータは2データが文法に間違う

することで、11データが言葉に間違うするこ

とで、1データが助詞に間違うすることである。 

 

結論 

 

研究の結果から次の結論が得られる。 

a. 学生に形容詞を使用する間違いのは

形容詞と名詞の結合することである。 

b. 形容詞を使用する間違いの要因は、

学生が使用するのは分からないから

であり、それは、形容詞と名詞を結

合することである。 
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